
の
は

、
運
営
に
協
力
す
る
民

間
企
業
と
し
て
遺
憾
だ

。

福
原
会
長
は
24
日

、
鈴
木

寛
･
文
部
科
学
副
大
臣
と
会

談
。
民
主
党
に
政
策
協
議
の

場
を
求
め

、.文
化
政
策
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
す
よ

う
求
め
た

。
、

｣

韓
国
の
5
分
の
1

-

吉
本
光
宏

･
ニ
ッ
セ
イ
基

礎
研
究
所
芸
術
文
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
室
長
は
危
機
感
を
隠

さ
な
い

。
｢人
口
1
人
あ
た

り
の
文
化
予
算
が
韓
国
の
5

分
の
1
と
い
う
現
状
で

、
大

幅
削
減
す
る
と
現
場
に
激
し

い
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る

｣

確
か
に
約
1
千
億
円
に
す

ぎ
な
い
文
化
予
算
の
5
分
の

1
を
対
象
と
す
る

｢仕
分
け

｣

が
実
行
さ
れ
れ
ば

、
新
国
立

劇
場
な
ど
の
現
場
は
打
撃
を

受
け
る

。
だ
が

、
一=車

行
政

や
組
織
の
非
効
率
は
改
め
ね

ば
な
ら
な
い

。

ど
こ
を
伸
ば
し

、
ど
こ
を

整
理
す
る
か

。
基
準
を
考
え

る
上
で
必
要
な
文
化
政
策
の
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政
府
の
行
政
刷
新
会
議

(議
長

･鳩
山
由
紀
夫
首
相

)

に
よ
る

｢事
業
仕
分
け

｣
で

、
文
化
芸
術
の
予
算
も
見

直
し
の
対
象
と
な

っ
た

。
反
響
は
大
き
く

、
関
連
団
体

か
ら
意
見
表
明
が
相
次
ぐ

。
将
来
に
向
け
て

、
何
を
ど

の
よ
う
に
振
興
す
る
の
か

。
体
系
的
な
文
化
政
策
の
構

築
が
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い
る

。

予
算
を
大
幅
縮
減

芸
術
家
の
海
外
研
修
に
税
金

が
投
入
さ
れ
て
い
る
の
は
お

か
し
い
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
さ

れ
た

。

こ
れ
に
対
し

、
文
部
科
学

省
に
は
未
集
計
な
が
ら
メ
ー

ル
で
1
千
通
を
超
え
る
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
と
み
ら
れ

る
。
加
え
て
企
業
メ
セ
ナ
協

議
会

、
日
本
芸
能
実
演
家
団

体
協
議
会

金
云団
協

)
、
日

本
劇
団
協
議
会

、
日
本
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
連
盟
な
ど
は
予
算

減
を
憂
慮
す
る
意
見
書
を
提

出
し
た

。

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
は
聡

日
、
福
原
義
春
会
長

、
福
地

茂
雄
理
事
長
連
名
の
意
見
書

図圏國園 ｢事業仕分け｣ で貧困さ露呈 雛鰐繋礬

で
次
の
よ
う
に
反
論
し
た

。

芸
術
文
化
の
成
果
が
問
わ

れ
た
が

、
判
断
を
市
場
原
理

の
み
に
委
ね
る
と

、
大
衆
受

け
し
や
す
い
も
の
が
偏
重
さ

れ
、
価
値
観
の
多
様
性
を
見

失
い
か
ね
な
い

。
官
民
連
携

の
要
請
で
企
業
も
拠
出
し
た

基
金
の
政
府
分
を
廃
止
す
る

不
在
が
今
回
明
ら
か
に
な

っ

た
o

｢劇
場
型

｣
の
予
算
編

成
と
な

っ
た
だ
け
に

、
む
し

ろ
文
化
政
策
の
重
要
性
を
国

民
に
わ
か
り
や
す
く
説
く
機

会
と
す
べ
き
だ
ろ
う

。

そ
の
点

、
8
年
前
に
文
化

芸
術
振
興
基
本
法
が
制
定
さ

れ
て
以
降

、
民
間
の
側
で
政

策
研
究

、
提
言
が
行
わ
れ
て

い
る
の
は
注
目
に
値
す
る

。

3
月
に
芸
団
協
が
発
表
し

た
劇
場
法

(仮
称

)
の
提
言

は
、
専
門
家
が
参
加
し
て
地

た
い

。
卸
か
ら
鞘
の
拠
点
劇

場
で
舞
台
を
作
る

。
そ
れ
を

鑑
賞
の
た
め
の
劇
場
に
回

す
。
拠
点
劇
場
は
観
光
に
も

役
立
つ

｣と
話
す

。25
日
に
文

化
芸
術
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

鈴
木
副
大
臣
も
出
席

、
介
護

や
医
療
な
ど
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
産
業
が
雇
用
を
生
む

と
の
見
方
を
示
し
『
劇
場
法

は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
と
車
の
両
輪

｣と
語

っ
た

。

同
じ
く
3
月

に
｢
ニ

ュ
ー

･

コ
ン
パ
ク
ト

｣

と
い
う
政
策
提

言
を
発
表
し
た

の
は

、
企
業
メ

セ
ナ
協
議
会

。

N
P
0
と
協
力

お
金
よ
り
中
身

福
原
義
春

･
企
業
メ
セ
ナ

協
議
会
会
長
の
話

政
策
提

言
に
合
わ
せ
各
党
に
文
化
政

策
を
質
問
し
た
が

、
見
る
べ

き
も
の
は
な
か

っ
た

。
文
化

は
即
効
的
で
は
な
い
し

、
国

民
参
加
で
ア
ー
ト
を
振
興
す

る
。
寄
付
を
し
や
す
い
仕
組

み
を
さ
ら
に
整
備
し

、
企
業

と
ア
ー
ト
N
P
O
の
連
携
も

は
か
る
イ
メ
ー
ジ
だ

。

14
日
に
東
京
で
開
か
れ
た

｢ア
サ
ヒ

･
ア
ー
ト

･
フ

ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

｣
の
報
告
会
は

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た

。
横

丁
に
に
ぎ
わ
い
を
生
む
試

み
、
生
涯
牛
乳
配
達
を
続
け

た
老
人
の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
制

作
、
こ
ど
も
と
屋
台
を
つ
く

民
の
関
心
も
高
く
な
い

。
だ

が
文
化
を
振
興
し
な
い
と

、

国
民
は
平
均
レ
ベ
ル
の
も
の

し
か
作
れ
な
く
な
り

、
将
来

の
国
益
を
損
ね
る

。
お
金
を

出
せ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は

終
わ
り

、
支
援
の
中
身
が
問

わ
れ
る

。
現
場
に
通
じ
た
N

P
0
と
の
協
力
が
重
要
だ

。
…

"……
""…………"……

""…“…………"……………"……"
…"……

""
"……

っ
て
遊
ぶ
企
画

、
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
町
の
倉
庫
な
ど

に
招
く
仲
介
重要

来
!
!

。

ア
ー
ト
N
P
O
は
島
や
村

や
町
で
実
に
多
彩
な
取
り
組

み
を
し
て
い
た

。
文
化
政
策

づ
く
り
で
何
よ
り
大
切
に
し

た
い
の
は

、
こ
う
し
た
名
も

な
き
若
者
の
力
で
あ
る

。
新

し
い
文
化
政
策
は

｢上
｣
か

ら
で
は
な
く

｢下
｣
か
ら
積

み
上
げ
た
い

。

(編
集
委
員
内
田
洋

一)

国
･地
方

･企
業

･N
P
0

･個
人

事業仕分けの評価者は
かしいなどとコメントさ

▲“曰具
上し挿し

ノ後年し
′行

上し“一孔
のは･企業〆

‐
セ
ナ
協
議

‐

域
の
芸
術

、
教
育
活
動
を
活
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

性
化
す
る
こ
と
を
う
た
う

。
生
す
る
に
は
文
化
へ
の

…

　
　
　

　
　　

　
　

　　
　
　
　

　　
　

は
廃
止
す
べ
き
で

、
官
民
出
出
し
た

。

は
｢創
造
す
る
劇
場
と
鑑
賞
方

、企
業

、そ
し
て
N
P
0
や

す
る
劇
場
を
き
ち
ん
と
分
け
個
人
が
役
割
を
分
担
し

、
市
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